
　
人
口
減
少
に
伴
い
、
国
力
の
維
持
・
活
性
化

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
日
本
に
お
い
て
、
主
権

者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
よ
り
よ
い
社
会
を

創
り
出
す
人
材
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、
私
は
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
教
師
に
な
り

ま
し
た
。
本
校
が
掲
げ
る
「『
異
質
の
も
の
に

対
す
る
理
解
と
寛
容
の
精
神
』
を
養
い
、
教
養

豊
か
な
社
会
人
の
育
成
を
目
指
す
」
と
い
う
教

育
目
標
は
、私
の
思
い
と
も
深
く
重
な
り
ま
す
。

　
生
徒
が
主
権
者
と
し
て
社
会
へ
の
関
心
を
高

め
、
政
治
や
社
会
課
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
素

養
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
、
初
任
時
か

ら
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
が
「
対
話
」
で

や
世
界
の
近
代
化
・
大
衆
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
歴
史
を
読
み
解
く
中
で
、
生
徒
が
１
人
の

市
民
と
し
て
日
本
の
近
現
代
の
歴
史
と
向
き
合

い
、
考
え
を
深
め
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。
特
に
２
つ
の
世
界
大
戦
を
始
め
と
す
る

戦
争
責
任
に
ど
う
向
き
合
う
か
を
考
え
る
こ
と

は
、
歴
史
教
育
を
通
じ
た
主
権
者
教
育
で
あ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
単
元
構
成
は
、

①
基
礎
知
識
の
習
得
、②
自
分
の
考
え
の
形
成
、

③
対
話
を
通
じ
た
異
な
る
意
見
・
立
場
と
の
出

合
い
、
④
自
分
の
考
え
の
深
化
と
言
語
化
と
い

う
流
れ
に
し
、
③
で
は
戦
争
を
テ
ー
マ
に
対
話

を
行
い
ま
す
。
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
持
っ
た

上
で
対
話
に
臨
む
こ
と
で
、
議
論
が
深
ま
り
、

よ
り
熟
考
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
近
代
化
と
私
た
ち
」
の
単
元
で
は
、

１
〜
９
時
間
目
に
18
世
紀
の
日
本
や
中
国
の
状

況
、
産
業
革
命
や
市
民
革
命
、
日
清
・
日
露
戦

す
。 

意
見
の
違
い
を
受
け
入
れ
な
が
ら
対
話

を
重
ね
、
合
意
形
成
を
図
る
プ
ロ
セ
ス
は
民
主

主
義
の
基
盤
だ
か
ら
で
す
。
対
話
を
軸
と
し

た
授
業
づ
く
り
を
模
索
す
る
中
で
、「ｐピ

ー
フ
ォ
ー
シ
ー

４
ｃ
」

（
＊
）と
い
う
哲
学
対
話
の
手
法
を
用
い
て
、
生

徒
が
本
質
的
な
深
い
思
考
に
た
ど
り
着
く
授
業

を
目
の
あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
大
き
な

着
想
を
得
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
経
験
や
考

え
を
起
点
と
し
た
対
話
を
通
じ
て
多
様
な
視
点

に
触
れ
な
が
ら
思
考
を
深
め
て
い
く
、
そ
う
し

た
学
び
の
場
の
創
出
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
私
が
担
当
す
る「
歴
史
総
合
」で
は
、日
本
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私
が
目
指
し
て
い
る
授
業

生
徒
が
意
見
を
出
し
合
い
、

多
様
な
考
え
や
価
値
観
に
触
れ
る

私
の
授
業
実
践
の
一
例

生
徒
と
は
異
な
る
視
点
の
意
見
を

投
げ
か
け
、
思
考
を
揺
さ
ぶ
る

単元の最後の授業で行う対話は、生徒４〜５人で
班を編成し、そのうち１人の生徒がファシリテー
ターとなって進める。

＊　philosophy for children の略。心理的安全性が保障された場で、身近なテーマや題材を軸に、参加者の「なぜ？」という内なる問いを起点に、参加者が考えを出し合い、
深めていく手法。

対
話
を
軸
と
し
た
単
元
構
成
で
、

自
分
の
考
え
を
多
面
的・多
角
的
、

本
質
的
に
深
め
ら
れ
る
生
徒
を
育
む

福
井
県
立
若
狭
高
校
　
松
村
一
太
朗

「主体的・対話的で
深い学び」を
実装する

歴史総合歴史総合

ま
つ
む
ら
・
い
ち
た
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。Ｓ
Ｓ
Ｈ
研
究
部
。地
理
歴
史
・

公
民
科
（
世
界
史
、
公
共
）。
１
学
年
担
任
。

◎
設
立　
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年　

◎
形
態　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
・
文
理
探
究
科
（
国

際
探
究
科
、
理
数
探
究
科
）・
海
洋
科
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
５
０
人　

◎
２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国
公
立

大
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
、
東
京
海
洋
大
、
横
浜
国
立
大
、

金
沢
大
、
福
井
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
広
島
大
な
ど
に

86
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、上
智
大
、立
教
大
、早
稲
田
大
、

同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
２
２
７
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
39
人
。
就
職
14
人
。

学
校
概
要

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌

1



争
が
起
き
た
背
景
な
ど
を
、
私
が
作
成
し
た
プ

リ
ン
ト
に
基
づ
い
て
生
徒
は
学
び
、
当
時
の
日

本
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
や
、
近
代
化
と
戦
争

の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ

し
て
10
・
11
時
間
目
に
、
日
清
・
日
露
戦
争
の

賛
否
を
起
点
に
し
た
対
話
を
実
施
し
ま
し
た

（
単
元
デ
ザ
イ
ン
参
照
）。

　
対
話
す
る
前
は
、
９
時
間
目
ま
で
に
学
習
し

た
こ
と
の
影
響
か
、「
国
益
を
守
る
た
め
に
戦

争
は
必
要
だ
っ
た
」
と
、
日
清
・
日
露
戦
争
に

賛
成
す
る
生
徒
が
大
半
を
占
め
、
戦
争
は
必
要

な
か
っ
た
と
い
う
生
徒
は
少
数
で
し
た
。
そ
こ

で
対
話
の
班
を
、
戦
争
に
賛
成
す
る
生
徒
と
反

対
す
る
生
徒
が
混
ざ
る
よ
う
に
し
た
上
で
、「
現

在
世
界
で
起
き
て
い
る
戦
争
に
は
反
対
す
る
人

が
多
い
。
日
清
・
日
露
戦
争
に
賛
成
す
る
の
な

ら
ば
、
現
在
の
戦
争
と
何
が
違
う
の
か
。
戦
争

に
善
悪
は
あ
る
の
か
」
と
問
い
か
け
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
、「
日
本
は
自
国
を
守
る
た
め

に
日
清
・
日
露
戦
争
を
し
た
」「
昔
と
今
で
は

戦
争
の
規
模
が
違
う
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し

た
。「
人
の
命
を
奪
う
戦
争
は
絶
対
に
駄
目
だ
」

と
い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
対

話
を
進
め
る
と
「
大
義
が
あ
れ
ば
戦
争
を
し
て

よ
い
」
と
い
っ
た
一
方
向
の
結
論
に
落
ち
着
き

そ
う
だ
っ
た
た
め
、
日
本
を
主
語
と
す
る
見
方

と
は
異
な
る
立
場
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
よ

う
と
、「
被
害
を
受
け
た
国
の
立
場
で
考
え
る

と
ど
う
か
。
こ
の
場
に
朝
鮮
半
島
や
満
州
の
人

た
ち
が
い
て
も
、
日
本
に
と
っ
て
よ
い
戦
争
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時数 学習目標 授業内容 評価方法

１

18 世紀における日本と中国の人口動態
データを手がかりに、当時の両国の社会
状況について理解を深める。

［身につけさせたい資質・能力］
• 資料を正確に読み取る力。
• 資料を基に考察する力。
• 当時の社会背景を踏まえながら歴史的に考

察する力。

①中国の人口動態グラフを読み取り、その変化を把握し、変化
の要因を考察。

②教科書・資料集を活用して当時の社会や経済の様子を確認。
③日本の人口動態グラフや 18 世紀における百姓一揆の発生件

数、年貢収納率などのデータから、18 世紀に日本の人口増加
が停滞した理由を考察。

④教科書・資料集を読み取り、当時の社会や経済の様子を確認。

プリントの記述を見
取って理解度を把握。

２

当時の東アジアの国際関係について、山
鹿素行『中朝事実』などを通して理解を
深める。

［身につけさせたい資質・能力］
• 資料を正確に読み取る力。
• 資料を基に考察する力。
• 当時の社会背景を踏まえながら歴史的に考

察する力。

①山鹿素行『中朝事実』にある「日本こそが中華である」とい
う記述を示し、なぜそう主張したのかという問いを提示。

②中華思想や東アジアの伝統的な国際秩序である冊封・朝貢体
制、江戸幕府が形成した国際関係について、教科書を活用し
て確認。

③山鹿素行の主張の理由を個人で考察し、それを基にグループ
で話し合い、その内容を全体で共有。

プリントの記述を見
取って理解度を把握。
特に資料や基礎知識を
踏まえて考察している
かに着目する。

３

産業革命によってどのような変化が起き
たのか、諸資料を通して理解を深める。

［身につけさせたい資質・能力］
• 資料を正確に読み取る力。
• 資料を基に考察する力。

①産業革命について知っていることを共有。
②産業革命が起きた条件について考察した後、教科書の記述を

確認。
③産業革命が起きた要因と言われる５M を紹介。
④諸資料から産業革命の光と影を個人で読み取り、ペアで確認。

全体で共有した後、教科書の内容を確認。

９

近代化・西欧列強の進出に伴う東アジア
の国際関係の変容について理解を深め
る。

［身につけさせたい資質・能力］
• 資料を正確に読み取る力
• 資料を基に考察する力
• 複数の要素を整理して記述する力

①日清戦争後の朝鮮情勢、当時の国際政治から見た東アジア情
勢について確認。

②様々な立場から見た日露戦争を資料から読み取り、戦争の影
響について考察。

③日露戦争が起きた理由と影響について、個人で考察。
④ここまでの学習を踏まえて、日清・日露戦争は必要な戦争だっ

たのか、やらなくてもよかったかを考察。

プリントの記述を見
取って理解度を把握。
それを基に次時の展開
を検討する。

10
近代化とは何かについて自分の理解をま
とめる。

［身につけさせたい資質・能力］
• 歴史的事実を踏まえて対話する力。
• 他者の意見を傾聴し、尊重する姿勢。
• 複数の要素を整理して記述する力。

４〜５人の班で対話を行う。前時の④について自分の考察を共
有。日清・日露戦争と現代の戦争に違いはあるのか、戦争に善
悪はあるのかなどについて対話。その内容を踏まえて、自分の
考えや新たな疑問などを記述する。

振り返りの記述を見
取って総括的評価を行
う。振り返りの①②に
ついては授業内容を踏
まえて記述できている
かを３段階で評価す
る。　

11
単元全体を、①近代化による社会の変化、②近代化による日本
の変容、③本単元で考えたことや抱いた問いの観点で振り返る。

※学校資料を基に編集部で作成。

単元の
概要

単元デザイン　「近代化と私たち」

［対象］１年生 　［教科・科目］地理歴史・歴史総合
［単元目標］近代化とは何か、近代化によって世界はどのように変容したのかを説明することができる。

「主体的・対話的で深い学び」を実装する

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌



だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
ま

し
た
。
す
る
と
そ
の
後
は
、「
相
手
の
国
の
立

場
で
考
え
た
ら
、戦
争
自
体
が
よ
く
な
い
」「
植

民
地
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
国
を
強
く
し
な

い
と
い
け
な
い
け
れ
ど
…
…
」「
国
が
分
か
れ

て
い
る
か
ら
戦
争
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
、多
角
的
な
議
論
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
対
話
に
は
ｐ
４
ｃ
の
手
法
を
活
用
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、生
徒
は
自
身
の
「
な
ぜ
」

と
い
う
内
な
る
問
い
を
起
点
に
考
え
を
出
し
合

う
こ
と
が
で
き
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
考
え
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
単
元
末
の
振
り
返
り
で
は
、「
対
話
の
前
は

日
清
・
日
露
戦
争
は
日
本
を
守
る
た
め
に
不
可

欠
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
で

考
え
た
ら
、
必
要
な
戦
争
な
ど
は
な
い
と
思
い

直
し
た
」
と
、
自
分
の
考
え
の
変
容
を
メ
タ
認

知
す
る
記
述
や
、「
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
戦
争
の

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は

異
な
る
視
点
で
戦
争
に
つ
い
て
捉
え
ら
れ
そ
う

だ
」
と
、
主
権
者
と
し
て
の
姿
勢
に
関
す
る
記

述
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
単
元
の
終
了
後
、あ
る
生
徒
が「
政
治
や

戦
争
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
の
で
、
自
分

の
意
見
を
出
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。知
識
を

学
ぶ
大
切
さ
を
痛
感
し
た
」と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
、以
前「
歴
史
総
合
」を
担
当
し
た

時
、生
徒
の
年
度
末
の
振
り
返
り
に
、「
授
業
を

通
し
て
社
会
や
政
治
に
対
し
て
意
見
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
あ
た
り
前
を
疑
い
、自
ら
調

べ
る
探
究
的
な
視
点
が
身
に
つ
い
た
」と
い
っ

た
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
社
会
へ
の

関
心
や
物
事
の
見
方
の
深
ま
り
は
、
２
年
次
の

「
公
共
」
の
授
業
に
も
生
か
さ
れ
、
主
権
者
の

育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
物
事
の
見
方
・
考
え
方
や

問
い
を
生
み
出
す
力
な
ど
の
資
質
・
能
力
に
つ

い
て
、
生
徒
が
メ
タ
認
知
す
る
機
会
を
設
け
る

こ
と
で
す
。
学
習
評
価
は
定
期
考
査
や
単
元
末

に
実
施
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
な
ど
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
の
変

容
や
深
ま
り
を
振
り
返
る
機
会
は
年
度
末
の
み

で
し
た
。
そ
こ
で
今
年
度
は
、
成
長
を
言
語
化

す
る
振
り
返
り
の
機
会
を
秋
に
設
け
て
、
生
徒

が
自
分
の
変
容
に
気
づ
い
て
自
信
を
深
め
、
新

た
な
課
題
を
持
っ
て
そ
の
後
の
学
習
に
向
か
え

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
教
科
学
習
や
探
究
学
習
、
国
際
交

流
、
学
校
行
事
な
ど
、
多
様
な
場
で
異
質
の
も

の
に
出
合
い
、
思
考
を
深
め
る
経
験
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
校
全
体
の
教
育
活

動
と
自
分
が
担
当
す
る
授
業
を
連
動
さ
せ
、
相

互
作
用
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
真
の
主
権
者
の

育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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C o l u m n 校内での実践〜「異質のものに対する理解と寛容の精神」を育む授業デザイン〜
　国語科の上原三佳先生は、「生成ＡＩが作品の要約を上手
にまとめてしまう時代だからこそ、作品の探究を通じて自
分の考えを深めていき、作品を読む意義を感じてほしい」
という思いで授業づくりをしている。例えば２年次の『山
月記』の単元では、「読解（６コマ）→クラス全員での対話

（３コマ）→再読・振り返り（４コマ）」といった展開にした。
『山月記』の授業時数は一般的に６〜８コマだが、本単元で
は 13 コマとした。「対話の時間に生徒が自分の考えを発言
できるよう、読解に時間をかけ、自ら問いを立てて多角的
に作品を読み解いていきました」と上原先生は語る。
　クラス全員の対話では、生徒は自分が考えを深めたいと
思う問いをそれぞれ出し合い、多数決で決まった「どうして
人からの評価を気にしてしまうのか」について語り合った。
　「最初は『間違えたくない』『目立ちたくない』といった
思いが強く、なかなか発言できずにいた生徒たちでしたが、
ある生徒が本音を語ったことで、『発言しても大丈夫』とい
う安心感が広がっていき、生徒から様々な考えが出ました。
生徒は対話を通じて、他者が自分とは異なる捉え方や解釈
をしていることに気づき、一人ひとりの考えを尊重して受
け止めていました。それは多様性の理解と寛容の精神、そ
して自分の考えを更新することにつながると感じました」

（上原先生）
　英語科の澤田更

さら

紗
さ

先生は、以前の自身の授業では知識・

技能の習得が先行し、単元の
テーマに焦点をあてにくいと
いう課題を感じていた。そこ
で単元のテーマに関して生徒
が日本語で議論し、テーマに
対する自分の考えを深めた
後、それを英作文や英語によ
るスピーチで表現する授業を
実践している。例えば、ダイバーシティがテーマの単元では、
生徒から出された「多様性が高まると社会はどう変わるの
か」という問いについて対話をし、その過程で生じた「差
別と区別は何が違うのか」という問いについては、ＡＬＴも
交えて英語で議論した。「英語が得意な生徒ばかりではあり
ませんが、皆、英語表現を辞書で調べながら一生懸命話し
ていました。伝えたいという思いがあれば、英語で話す意
欲が高まることを実感しました」と澤田先生は語る。
　「生徒は同質のように見えても、一人ひとり背景や経験が
異なり、自分の考えを持っています。その考えを、ｐ４ｃ
を活用して伝え合い、聞き合う機会を設けることで、多様
性を認める力や共感する力、自分の考えを言語化して話す
力などが培われます。それらは国際社会で生きていくため
に不可欠な資質・能力であり、授業で対話を取り入れる意
義だと感じています」（澤田先生）

成
果
と
展
望

社
会
へ
の
関
心
や
物
事
の
見
方
の
深
ま
り

は
、「
公
共
」
の
授
業
に
も
生
か
さ
れ
る

左から／澤田更
さら

紗
さ

（英語科）、
上原三佳（国語科）

「主体的・対話的で深い学び」を実装する

管
理
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務
担
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進
路
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当
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任

お
勧
め
の
分
掌


